
（（（（１１１１））））  f HxL = »x» H−π ≤ x ≤ πL ををををf Hx+ 2 πL = f HxL によによによによっっっっ  て周期関数に拡張したものを図にしめせて周期関数に拡張したものを図にしめせて周期関数に拡張したものを図にしめせて周期関数に拡張したものを図にしめせ

f HxL = » x» H−π ≤ x ≤ πL
f HxL は偶関数であるからは偶関数であるからは偶関数であるからは偶関数であるから bn = 0 Hn = 1, 2, 3....L
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= −4êπn2 Hnは奇数は奇数は奇数は奇数 L

よよよよっっっっ  ててててf HxL のフーリエ級数展開は次のようになるのフーリエ級数展開は次のようになるのフーリエ級数展開は次のようになるのフーリエ級数展開は次のようになる
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Plot@f@xD, 8x, −10, 10<D
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Plot@f@xD, 8x, −10, 10<D
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H2L g HxL = 1 H0 ≤ x ≤ πL,
= 0 Hπ ≤ x ≤ 2 πL ををををg Hx + 2 πL = g HxL によによによによっっっっ  

て周期関数に拡張したものを図にしめせて周期関数に拡張したものを図にしめせて周期関数に拡張したものを図にしめせて周期関数に拡張したものを図にしめせ

g HxL は奇関数だからは奇関数だからは奇関数だからは奇関数だから an = 0 Hn = 1, 2, 3....L
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0
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f HxL x = 1

bn = 1êπ 
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= 1ê π H1− cosnπênL
= 1 − » −1 »nênπ

= 2ênπ Hnは奇数は奇数は奇数は奇数 L
= 0 Hnは偶数は偶数は偶数は偶数 L

よよよよっっっっ  ててててg HxL のフーリエ級数展開は次のようになるのフーリエ級数展開は次のようになるのフーリエ級数展開は次のようになるのフーリエ級数展開は次のようになる
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Plot@g@xD, 8x, −10, 10<D
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